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ジュートの故地とその移動の軌跡について
一中世初期アングロ・サクソン諸王国の民族的背景(2)－

岩谷道夫法政大学キャリアデザイン学部教授

(－） 

西暦５世紀の中頃，ブリテン島を目指して大陸から移動したアングル，サク

ソン，ジュート，フリージアのゲルマン人諸部族のうち，ジュートは，後にケ

ント王1国を作り，アングロ・サクソン七王国のうち，最も初期に隆盛の時期を

見出したゲルマン人として知られている。そのジュートによるケント王国は，

ブリテンにおける支配権に関して，アングルによって作られたノーサンブリア

王国に，取って代わられることになる。ところで，もともとジュートは，ブリ

テン島移住以前に，ユトランドに居住していたと推測されるが，それについて

は異説もあり，大陸の時代に，フランクと親しい関係にあったという指摘もあ

る。また，ジュートのフリージアンとの親近性も，文献的に追求され得る。そ

のように，ジュートについては，その故地と居住地域について，様々な問題点

が内包されているのであるが，本稿では，特に，カエサルの「ガリア戦記」に

現われるエウドゥスィイ－，そして，タキトゥスの『ゲルマーニア』に現われ

るエウドセースとの関連を中心に，『ウイードスイース」『ベーオウルフ｣，そ

の他の文献の中の，ジュートと関連するゲルマン人部族にも触れながら，研究

者の様々な見解を通して，ジュートの実体，とりわけその大陸における故地と

移動の軌跡について考えてみたい。

に）

まず，英国の歴史家ベーダによる，８世紀の『英国民教会史」の中に見出さ

れるジュートについての記述を確認することにしたい。ベーダは，ブリテン島
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に移住したゲルマン人部族のアングルによって建国された，ノーサンブリア王

国の歴史家であり，その『英国民教会史」には，ブリテン島におけるゲルマン

人の側からの，英国を作ったゲルマン人諸部族の故地と移住についての，具体

的な言及がなされているので，諸々の研究者は，ジュートについて述べる際に，

見解を異にしながらも，必ずそのベーダによる記述を，論述の１１１発点としてい

るからである。しばしば引用されるものであるが，ベーダの，ジュートについ

ての当該部分を含む記述は，次のようなものである小。

さて，彼らはゲルマーニアの有力な三つの部族，即ちサクソン，アングル，

ジュートの地より来たのであった。ケントの人々（カントウワーリー)，お

よびワイト島の人々（ウィクトウアリ_)，即ち，ワイト島を保持している

人々と，ワイト島の対岸にあって，今日までウェスト・サクソンの地で

ジュートと呼ばれている人々は，ジュート起源である。サクソン，即ち現在，

古サクソンと呼ばれている人々の地域からは，イースト・サクソン，サウ

ス・サクソン，ウェスト・サクソンの人々が来ている。アングル，即ち，ア

ンゲルンと呼ばれ，ジュートとサクソンの間にあって，その頃から今日に至

るまで，ほとんど撫人の状態のままと言われている地域からは，イースト・

アングリア，内陸のアングル，マーシア，そしてすべてのノーサンプリアの

人々が，即ち，ハンバー川の北に住んでいる人々と，その他のアングルが来

ている。

ベーダは，ゲルマン民族の，アングル，サクソン，ジュートという三つの部

族のブリテン島への移住について，そしてその各々の部族の故地について述べ

ている。それによれば，ジュートの故地は，ユトランド半島のおそらく北部で

あり，アングルの居住地域の北に隣接する地域となるであろう。従って，ベー

ダの文章をもとに，ジユートがその地域から，ブリテン島のケントおよびワイ

ト島へ移住したと考えられてきたのである。８世紀のベーダによって記述され

ている，そのジュートについては，紀元前1世紀のローマのカエサルの「ガリ

ア戦記｣，そして，西暦２世紀のタキトゥスの『ゲルマーニア」にも，関連す

ると思われる部族が言及されている。それでは，それらの文献において，
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ジュートと関連すると思われるゲルマン人部族は，それぞれどのように言及さ

れているであろうか。

カエサルの「ガリア戦記」には，エウドゥスイイ_Eudusiiというゲルマン

人部族についての記述が存在する魁)。そのエウドゥスィイ_は，マルコマン

ニーや，また，ハルーデース，トリボキー，ウァンギオネース，ネメーテース，

等のスエービー系の諸部族とともに言及されている。それらのゲルマン人諸部

族は，ライン川西岸の地域の支配権をめぐり，スエービーのアリオウィストス

のもとでカエサルのローマ軍と戦う場面で登場している。そのライン川西岸地

域の支配権をめぐる戦いで，それらのゲルマン人諸部族は，カエサルに敗北さ

せられ，多くのゲルマン人は，ライン川の東岸に戻っていくことになる。そこ

で言及されているエウドゥスィイーは，「ガリア戦記」によれば，ライン川中

流域西岸に居住していたと思われるゲルマン人部族である。そのエウドゥスイ

イ_が，主に音韻の対応から，ジュートとの関連性を持つゲルマン人部族と考

えられるのである。

一方，カエサルから150年ほど後のローマの歴史家タキトゥスの「ゲルマー

ニア」にも，ジュートと関連していると思われる部族が登場している。タキ

トゥスの「ゲルマーニア」には，次のような記述がある(3)。

その他に，レウデイーグニー，さらにアウィオネース，そしてアングリ

イー，ウァリーニー，エウドセース，スアリーネース，ヌイトーネースの各

部族が，それぞれ川あるいは森に守られて居住している。……

上で，アングリイー，ウァリーニーの次に，エウドセースEudosesというゲ

ルマン人の部族名が登場している。そのエウドセースが，ジュートとの関連性

を指摘されているゲルマン人である。

タキトゥスは，ゲルマン人諸部族のすべてについて，直接調査したわけでは

ない。基本的に，直接的な体験による情報と間接的な情報を集大成して「ゲル

マーニア」を著わしたのである。しかしながら，ゲルマン人諸部族についての

言及は極めて詳細であり，また説得力に富む記述が多い。エウドセースの場合

は，ネルトゥス諸族として，他のいくつかの部族とともに列挙されているわけ
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であるが，その他の部族の中に，アングリイーが言及されている。そのアング

リイーとは，アングルのことであり，後にブリテン島に移住して，アングロ・

サクソン七王国を作ったゲルマン諸部族の一つである。ブリテン島に移住した

後のアングルは，ブリテン島の北部と中部に，ノーサンブリアとマーシアとい

う，極めて有力な国家を作り，とりわけその前者からは，ベーダ，アルクイン

という，ブリテン島と大陸を含め，中世初期の西欧を代表する知識人が現われ

た。そのアングルについて，タキトゥスは，特に重要な部族として言及してい

るわけではない。タキトウスの時代，西暦２世紀には，アングルは，後のゲル

マン民族の大移動の時代と比すれば，その部族の力は，潜在的なものとして存

在し，明示的なものではなかったのであろう。しかしながら，ブリテン島にお

いて，英国史上特筆されるべき役割を果たしたアングルが，北海ゲルマン人，

インガエウォーネス(4)の中の諸部族の一つとして言及されていることの意義は，

極めて重要である。スアリーネース，ヌイトーネース，その他の諸部族につい

ての言及自体にも，リアリテイーを付与するからである。そして，その諸部族

の一つ，エウドセースが，ジュートとの関連性を指摘されているのである。

次に，カエサルのエウドゥスイイ_とタキトゥスのエウドセースの言及をめ

ぐって，どのように研究者の論述が展開されているか，重要ないくつかの見解

を中心に，通時的に見ることにしたい。その際に，ジュートに関連する記述が

見出される，後代のいくつかの文献と，それについての研究者の見解も，併せ

て考えることにしたい。

(三）

２０世紀初頭に，中世初期の英国史について，重要な著作を著わしたＨＭ、

チャドウィックは，その中で，ジュートについて言及されているいくつかの文

献について，具体的に列挙し，その重要,性を吟味している。チャドウィックは，

最初に，前述のベーダの当該部分の箇所を引用して問題提起をした後に，

ジュートについての記述が見出される文献を検討している｡チャドウイックは，

初期の大陸における歴史関係の文献において，ジュートが言及されているのは，

二つしかないとしている⑤。つまり，チャドウィックは，カエサルのエウドゥ

スィイ_についても，タキトウスのエウドセースについても，ジュートと関連
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させて論じてはいない。

チャドウイックは，しかしながら，カエサルとタキトゥスに言及し，カエサ

ルのエウドゥスイイ-，タキトウスのエウドウスイイ_のいずれについても触

れている(6)。チャドウイックは，本稿でも引用した，タキトゥスのエウドセー

スについての当該部分の記述を引用しているが，レウデイーグニー，ヌイトー

ネース，そして，エウドセースは，十分な説明のなされて来なかった部族であ

るとし，また，チャドウィックは，ツオイスを引用しながら，エウドセースに

ついて，そのカエサルのエウドウスイイ一にも触れている。つまり，カエサル

の「ガリア戦記」で言及されている，セドゥスィイーSedusiiは，オロシウス

の記述によれば，Eduses，Edures，Euduresという表記があり，それらの表

記とタキトゥスのエウドゥスィイーとの関連性を指摘しているのである(7)。そ

こでは，カエサルのエウドゥスイイ_についても，タキトゥスのエウドセース

についても，ジュートとの関連においては論じられていないが，ツォイス，そ

してチャドウィックの，オロシウスの記述を通しての，カエサルのエウドゥ

スィイ_とタキトゥスのエウドゥスィイ_の関連性についての指摘は重要であ

り，それは後に触れるシュヴァルツによって受け継がれてゆくことになる。

前述のように，チャドウイックが，その中にジュートが言及されているとし

ているのは，次の二つの文献の中の表記である。一つは，ウェナンティウス・

フォルトウナートゥスVenantiusFortunatusという，フランク王国の詩人によ

る540年頃に見出される作品の表現の中のEuthioという表記であり(8)，もう一

つは，フランク王国国王のテウデベルトの，東ローマ皇帝ユスティニァヌスヘ

の書簡の中に兇出きれる，SaxonibusEuciisという表現である(9)。チャド

ウイックは，後者の表現の中の，EuciisはEutiisであると解釈し，それが

ジュートと関連する部族名であるとしている。チャドウィックは，その二つの

文献を並列的に論じ，ジュートに言及している大陸の初期の文献は，その二つ

だけであると強調しているが，一方チャドウィックは，その二つの文献を通し

て，ジュートの居住地域についての考察を示している。まず，前者の

VenantiusFortunatusのEuthioについて，その表現された記述内容が，決して，

ジュートの居住地域についての直接的な言明ではないとしても，ジュートすな

わちEuthioが，デーンＤａｎｕとサクソンSaxoの間に表記されていることから，
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ジュートが,ユトランドに居住していたことを示唆する表記であるとしている。

また，後者のテウデベルトのSaxonibusEuciisについては，ジュートすなわち

Eutiis（主格はEutii）が，フランク国王への恭順の意を示す内容となっている

ので，それがユトランドのジュートとは考えがたく，その時期にジュートは，

フランク王国の領域近くに居住していたとする。チャドウイックは，ジュート

が，ユトランド半島と，フランク王国の領域近くのネーデルランドの両方に居

住していたと考えているが，ブリテン島に渡ったのは，故地であるユトランド

半島のジュートであるとしている。その点については，あらためて触れること

になるであろう。

ホジキンは，中世初期における英国の膨大な通史の著作の中で，ブリテン島

におけるゲルマン人諸部族についてのローマ人著述家の言及を，タキトゥスの

「ゲルマーニアｊから始めている。カエサルのエウドゥスイイ－については，

全く言及していない。ホジキンは，タキトゥスの『ゲルマーニア」のエウド

セースについて，それが恐らくジュートであろうと述べている('０１

ところで，５世紀の東ローマのプロコピオスは，ブリテン島における居住民

族について，アングル，ブリトン，フリージアンとしていた(Ⅲ)。その三つの民

族もしくは部族については，様々な解釈が存在しているが，ホジキンは，そこ

で言及されているアングルは，アングルとサクソンのいずれをも含み，またフ

リージアンは，ジュートであるとしている('割。ホジキンは，考古学上の出土品

によってジュートの，ユトランドにおける居住の証拠は見出せないとしながら

も，ユトランドにおけるジュートの定住の根拠を示すものとして，前述のフラ

ンク王国の詩人，フォルトウナートウスによる記述の重要性を指摘している１１３)。

そのフランク人の記述の，エウテイオーネスEuthionesというゲルマン人部族

が居住していたという言及について，ホジキンは，チャドウィックと同じよう

に，サクソンとデーンの間にそのゲルマン人が記述されている点を重視し，そ

の記述がジュートの居住地の位置を示しているものと捉えている。そしてその

記述を，恐らく５世紀にユトランド半島がデーンによって支配されるまで，ユ

トランド半島に居住していたジュートが存在し，そのことにより，その半島に

ユトランドという名前を残しているということ，そしてデーンのユトランド半

島への移動の後も，そのジュートが，ユトランド半島に居住し続けていたとい
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うことを示唆しているものとする。

一方で，ホジキンは，チャドウィックやステントンの言及している，フラン

クの国王テウデベルトの東ローマ皇帝ユステイニアヌスヘの540年頃の手紙に

ついても，その重要性に関して注意を喚起している(M)。チャドウィックのよう

に，その手紙の中の，SaxonesEucii（文中においてはCumSaxonibusEuciis）

という表現の中の，Euciiという語が，Eutiiの誤りであって，それがベーダの

Jutaeと，同義の部族名であると考えられるとし，従って，それがジュートで

あるとしている。

次に，コリンウッドとマイヤーズについて，その記述を考えることにしたい。

コリンウッドとマイヤーズは，ジュートについては困難な問題が含まれている

とし，タキトゥスのエウドセースが，その名称においても，その地理的な位置

においても，ベーダに見出されるジユートであり，それはあくまで仮説である

が，その仮説を立てることが議論の出発点であるとしているu5)。また，コリン

ウッドとマイヤーズは，ジュートは，ブリテン島への移住の時期には，その大

部分が，既にユトランド半島には居住していなかったとし，そしてそのことを

裏付ける資料として，既に言及した二つの文献，即ち，フォルトウナートゥス

とテウデベルトの中の記述を挙げている('6)。

ところで，コリンウッドとマイヤーズは，フォルトウナートウスの記述につ

いて，前述のホジキンの見解に異論を唱えている(１７)。つまり，ホジキンは，

フォルトウナートゥスの記述で，Euthionesが，デーンとサクソンの間に言及

されているのは，Euthiones，即ちジュートが，ユトランド半島に居住してい

ることの現われであるとしていたのであるが，コリンウッドとマイヤーズは，

その’諸部族の列挙の順序は，単に，その詩のhexameter六歩格の構成上によ

るもので，地理的な居住地域を表わすものではないとする。そしてジュートの

記述について，大陸のサクソンとの関係の深さを示すものと述べている。その

点を少し考えてみたい。

コリンウッドとマイヤーズの，フォルトウナートウスの記述についての，前

述のホジキンの見解について提示した疑問は，ホジキンの前に，同じような見

解を示していたチャドウイックに対するものでもある。しかしながら，コリン

ウッドとマイヤーズは，フォルトウナートウスの記述について言及する際に，
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その記述が，ジュートのユトランドに既に居住していないことを示す資料とし

て言及しているのである。つまり，そこには，コリンウッドとマイヤーズの，

ジュートの居住地域に関する意識があらかじめ内包された上での，その文献の

提示と言うことができる。その文献のジュートに関連した部分が，hexameter

の基準で記述されているので，ジュートのユトランドの居住を示すものでない

とするのであるならば，同じ理由で，その部分は，サクソンとの関係の深さを

示す記述ではない，ということになるであろう。筆者は，その記述が地理的な

内容を含んでいるか否かについては，判断が困難である。ただ言い得るのは，

それが，西暦540年頃，大陸にジユートがいたことを示す極めて重要な記述で

あるのは，コリンウッドとマイヤーズの，その記述がジュートとサクソンの関

係の深さを示すものである故ではなく，もう一つの文献である，テウデベルト

の手紙の中に現われるジュートの記述を補完するものである故と考えたい。一

方，コリンウッドとマイヤーズは，テウデベルトの記述についても，同じよう

に，大陸におけるジュートとサクソンとの関係の深さを表わしているとするの

であるが。筆者は，コリンウッドとマイヤーズの，ジュートが，既にゲルマン

民族の大移動の時代以前に，ユトランド半島にはその大部分が居住していな

かったとする点には共鳴しつつも，コリンウッドとマイヤーズのその説の延長

として，ジュートの大陸内の移住地域についての言及を求めたい。それは，サ

クソンとの深い関係を示す地域というよりは，恐らくはフリージアンとの，そ

して結局は，テウデベルトの記述にあるように，フランクとの深い関係を示す

地域と言い得るのではないだろうか。その問題は，あらためて後で触れること

になるであろう。ちなみにホジキンは，コリンウッドとマイヤーズの指摘，即

ち，部族名の語順が必ずしも地理的な位置を示しているのではなく，

hexameterによるという指摘について，それが恐らく正しい指摘であろうと

述べている('剛。しかしホジキンは，コリンウッドとマイヤーズの，その記述が

ジュートとサクソンの関係の深さを示すものであるという見解には，触れてい

ない。

また，コリンウッドとマイヤーズは，ベーダのジュートについての記述につ

いて，結局タキトゥスのエウドセースについての言及には，北ドイツの，川と

森に守られて，海の近くにある，という漠然とした記述のみしか見出されず，
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居住地域についての言及が見出されないので，ベーダは，そのタキトゥスの記

述をもとにして，ジュートのあり得べき故地を推察したのであろうと述べてい

る(１９１。コリンウッドとマイヤーズは，カエサルのエウドウスイイ_には全く触

れていない。

英国史について大部の通史を著わしたステントンは，タキトゥスの「ゲル

マーニアｊの中で，アングルについては明瞭に言及されているのに対して，

ジュートとサクソンについては，言及されていないと述べている(20)。つまり，

ステントンは，タキトゥスの言及しているエウドセースについて，それが

ジュートと関連のある部族であるとはしていない。またステントンは，「ガリ

ア戦記」のエウドゥスィイ_についても全く触れず，そのエウドゥスィイ_が

後のジュートであるとは考えていない。ステントンは，ベーダの「英国民教会

史」の中のジュートについて，その実体の把握の可能性に大変否定的であり，

ジュートが,大陸の多くの記述家によっても言及されていない部族としている。

エウドゥスィイ-とエウドセースについて，ジュートとの関連性が全く指摘さ

れていないのは不思議である。

ところで，ステントンは，前述の，西暦540年頃の，フランク王国の国王テ

ウドベルトによる，東ローマ皇帝ユスティニアヌス宛に送った手紙について言

及している(21)。その手紙の中の，SaxonesEuciiという表現については，既に

チャドウィックをはじめ，ホジキンが述べていたように，また，コリンウッド

とマイヤーズが，チャドウィックやホジキンの解釈には触れてはいないがその

解釈を前提として論述していたように，ステントンも，それをEutiiであると

し，ジュートとの関連性を示唆する表記と考えている。しかしながら，ステン

トンは，それが恐らくジュートであろうとしながらも，その文書はジュートの

実体について，知らしめるところを何も持たないものとしている。チャド

ウイックが推測し，またホジキンも指摘しているように，その文書は，ジュー

トの居住地域を示す上で，重要な文書であると考えられるのであるが，それに

ついては，後で触れることになるであろう。

ステントンはまた，前述の，西暦600年頃のフランク人の詩人によって言及

されているゲルマン人についても触れている(麩)。そこに見出される，エウテイ

オーネスEuthionesという部族が，デーンとサクソンの間に居住しているとい
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う内容の記述について，ステントンは，そのエウテイオーネスをジュートと関

連性のある部族としているが，その文書が，ジュートの実体を知る上で，何も

明らかにしないとしている。その文献は，前述のように，フリージアン，フラ

ンクとの関係で，ジュートについて大変重要な意味を持つものと思われるので

あるけれども。その点についても後述することになるであろう。

シュヴァルツは，ゲルマン民族の歴史に関する重要な著作の中で，カエサル

の「ガリア戦記」の中のエウドゥスイイ－，そして，タキトゥスの「ゲルマー

ニア」の中のエウドセースを，ジュートと関連する部族であると見なしている画)。

しかしながら，シュヴァルツは，エウドウスイイ_そしてエウドセースが，

ジュートと関連性を持つ部族であるとは見なしていても，ジュートがエウドゥ

スィイ－，そしてエウドセースの，直接の後喬であるとはしていない。シュ

ヴァルツがエウドゥスイイーの直接的な後嵩としているのは，ユートゥンゲン

Juthungenというゲルマン人部族である(劃1゜つまり，ジュートではなくユー

トゥンゲンが，その双方の直接的な後衛であり，ジュート（ユートJute）は，

ユートゥンゲンに関連しているが，ユートゥンゲンの後にユトランドに移住し

て，その名前をユトランド半島に残した部族であるとする。

シュヴァルツは，ユートウンゲンとエウドセースの関係について，その文献

上の根拠として，プトレマイオスによる記述を挙げている(25)。それは，ユトラ

ンド半島のハルーデンの居住地域の東，カエサルそしてタキトゥスにも言及さ

れている，古くからのゲルマン人部族キンブリーの，さらに北に居住していた

ゲルマン人についての記述であり，タキトウスのエウドセースの記述と重なる

内容となっている。シュヴァルツの説を敷術すれば,次のようになるであろう。

すなわち，ユートウンゲンは，ジュートと関連を持つ同族のゲルマン人である

が，同一の部族ではない；ユートゥンゲンは，ジュートとのユトランド半島へ

の移住以前に既にユトランドからの移住を始め，カエサルの時代には，既に移

住していたユートゥンゲンが，ライン川沿岸のエウドゥスィイ_として，また

タキトゥスの時代には，故地であるユトランド半島に居住し続けていたユー

トウンゲンが，エウドセースとして言及され，その後，３世紀から５世紀にか

けてローマの文献に現われ，その後，アレマンネンAlemannenと同盟関係に

あったが，アレマンネンの滅亡時にアレマンネンとともに滅亡する(２６）。つまり，
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シュヴァルッは，ユートゥンゲンとジュートを関係の深い部族であるとしつつ

も，その大陸における居住地域と移動の時代がそれぞれ異なる部族とし，プリ

テン島に渡ったのは，後にユトランドヘ移住し，そしてそこから，ライン川流

域に移住していたジュートであると考え1２７１，ユートゥンゲンは，アレマンネ

ンに合流し，ブリテン島には移住しなかったとするのである。

旧東ドイツの研究者に，ゲルマン人の諸部族についての全般的な歴史につい

て，様々な優れた論考が見出される。まず，Ｂ・シュミットは，カエサルの

『ガリア戦記」の写本の中のSedusios（Sedusii）に言及し，それはEudusios

(Eudusii）であるとして，ジュートであるとしている。それは，これまで述べ

てきたチャドウィック，ホジキン，シュヴァルツ等と共通する見解である。ま

た，Ｂ・シュミットは，シュヴァルツによる，アレマンネンに合流したユー

トゥンゲンを，Eudusiiの後嵩であるという指摘には，様々な考古学上の出土

品をもとに，疑問を提示している《2$)。一方，ロイベは，タキトゥスの「ゲル

マーニア」のエウドセースをジュートであると特定し，さらにL・シュミット

を引用しながら，タキトゥス以降の文献のジュートと思われる部族名の出典を

具体的に列挙している１２鋤。ロイベは，タキトウスのエウドセースには言及して

いるが，カエサルの「ガリア戦記」のエウドゥスイイ_には言及していない。

以上，カエサルの「ガリア戦記｣，タキトゥスの『ゲルマーニア｣，そして，

ウェナンテイウス・フォルトウナートウスとテウデベルトの記述の中に見出さ

れる，ジュートと関連すると思われるゲルマン人部族について，研究者の見解

を吟味してきた。その様々な見解についての判断は，結語の項に譲ることにし

て，結局カエサルから始まるそれらの文献の延長上に，８世紀のベーダの，冒

頭近くに引用した，極めて明快な，ジュートの故地についての記述があるわけ

である。

次の項の前に，この項でしばしば触れることになった，カエサルの「ガリア

戦記」の中のエウドゥスィイーというゲルマン人部族が，ジュートと結びつけ

て論じられることが比較的少ない事実について考えることにしたい。

「ガリア戦記」のエウドゥスイイ_が，ジュートと関連させて論じられるこ

とが比較的少ないのは，その写本上の問題によるものと思われる。その点につ

いて，前述のように，ツォイスそしてチャドウィックが示唆していたのである
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が，その観点をシュヴァルツが受け継ぎ，発展させ，説得力のある論述を展開

したのであった。「ガリア戦記』の写本の中で，エウドゥスィイ_Eudusiiを，

Sedusiiとしている写本が存在しており，これまでその写本が重要視されてき

たために，その写本の中のSedusiiについて問題が指摘されることはなく，当

該部族がセドゥスィイーSedusiiとして認識されてきた。しかしながら，一方

で，ローマの歴史家のオロシウスは，『ガリア戦記』の中のその当該部族につ

いての記述の際に，Edusesとしている。シュヴァルツは，オロシウスによる

写本の判断を正しいものと指摘し，またオロシウスの記述のEdusesについて

は，Eudusiiとされるべきものとしているに鋤)。シュヴァルツの指摘のように，

当該部族に関しては，オロシウスの写本の選択が，正しい認識の現われであり，

またそれは，その写本によればEudusiiである。そしてそのEudusiiが，本稿の

ジュートと関連性を持つと思われる部族名となるのである。

次に，歴史的な著述ではないが，その中に重要な歴史的事実についての記述

が含まれていると推測される，古期英語で書かれた二つの詩，Ｉウィード

スィース」Wrdsjthと，『ベーオウルフ」Beowujfの中の，ジュートと関連する

と思われるゲルマン人部族についての言及を通して，ジュートの大陸における

故地と居住地域，そして移動の軌跡を考えてみたい。

(四）

古期英語の詩，「ウイードスイース｣《３１１と「ベーオウルフ』(蝿)は，前者が４０

行ほど，そして後者が3000行ほどと，行数は異なっているが，その二つの詩の

中に，とりわけゲルマン人の歴史について重要な内容が含まれている。虚構の

作品の中に，重要な歴史的事実が述べられていて，その中に，本稿と関連する

ジュートについての記述も見出されるのである。その部分について考えてみた

い。

「ウィードスィース」は，ウィードスィースという名前のゲルマン人の詩人

が，世界の様々な国の国王を訪問する時の記録になっている。詩人が，祖国で

あるミュルギンガスを離れ，特にゲルマン人諸国家の国王を訪問し，その中に，

４世紀後半の東ゴート王国の国王エオルマンリーチ，６世紀後半のランゴバル

ト王国の国王アルポイン，等，時代は異なるが，実在の国家と人物が，登場し
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ている。その中に，ジュートが言及されているのである。

その’ジュートは，「ウィードスイース」では，ユィータンとして登場して

いる(331。そしてそのユィータンは，４行の間に，フランク，ユィータン，そし

てフレーザン（フリージア）と連記されているi:M)。フレーザンは，アングル，

サクソン，ジュートとともに，その一部がブリテン島に移住したとも言われて

いる，ゲルマン人のフリージアンの国家である。「ベーオウルフ」と同じく，

頭韻詩である「ウィードスィース」では，各行のそれぞれの語の構成は，頭韻

によって限定されている。一方で，「ウィードスィース」では，詩人の訪れる

国家は，地理的に互いに隣接している場合が多い。例えば，アングルとスエー

ビー，フランクとフリージア，スウェーデンとイェーアタスというふうに，そ

れぞれ隣接した国々が続けて記されている(351。ユィータンの場合も，上のよう

に，フランク，フレーザンの間に用いられているのは，単に，頭韻のみによっ

て限定されているのではなく，その地理的関係の近さも示していると言い得る。

そして，ユィータン，即ちジュートが，フランクとフリージアの間にいる状況

は，次の「ベーオウルフ」の状況とも共通している。つまり，ジュートが，ユ

トランド半島ではなく，フランクとフリージアンの近隣地域，恐らくはライン

川西岸下流域に居住していることを示しているものと推測し得るのである。

一方，「ベーオウルフ』は，アングルの詩人の作とされているが，デネと

イェーアタスという二つの国家を舞台にして展開される物語である。そして，

デネ，イェーアタスという二つのゲルマン人国家のほかに，いくつかのゲルマ

ン人国家とゲルマン人が登場している。その中に，本稿のジュートと関連する

と思われるゲルマン人が，登場しているのである。具体的には，主人公ベーオ

ウルフが，デネを訪れ，怪獣グレンデルの襲来を退けた後に，デネの国王フ

ロースガールの主催による祝宴で宮廷詩人によって語られた挿話の中に言及さ

れている(3`)。その挿話は，「フイン王の挿話」として知られているもので，上

の「ウィードスィース』にも言及されている，ゲルマン人の国家フレーザンの

国王フィン王についての挿話である。その国王フインをめぐる挿話自体につい

ては，ここでは触れないが，そこにエーオタンEotanというゲルマンが言及さ

れていて，そのエーオタンが，ジュートと関連すると思われるゲルマン人であ

る。そこでは，エーオタンはその挿話の文脈の中で，あたかもフレーザンと同
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じゲルマン人であるかのように用いられている。

エーオタンについては，音韻面からジュートであるという指摘が多い(37)。

フイン王の挿話の中で，エーオタンが，フレーザンと同じ地域に居住している

ように記されているのは，フレーザン，即ちフリージアンの領域内に，エーオ

タン，即ちジュートの居住地域があったからと推測され得る(381。その場合，

ジュートが，ユトランドではなく，フリージアンの居住地域，即ち，ライン川

下流域に居住していたということになる。

「ウィードスィース」のユィータンも，「ベーオウルフ」のエーオタンも，そ

のジュートであるという点について，ほぼ研究者の見解は一致している。ただ，

ユィータンとエーオタンの記述を，ジュートの居住地域，そして移動の軌跡と

関連させて論じている議論は少ない。

(五）

これまで，ベーダの『英国民教会史」のジュートについての記述を出発点と

して，カエサルの「ガリア戦記」のエウドゥスイイ-，タキトゥスの「ゲル

マーニア」のエウドセース，そして，ウェナンティウス・フォルトウナートゥ

スとテウデベルトにあらわれるジュートと関連すると思われるゲルマン人につ

いて，研究者の様々な見解を見て来た。また，古期英語の詩の，「ウィード

スィース｣，「ベーオウルフ」についても，そこで言及されている，ジュートと

関連すると思われる，ユイータン，エーオタンについて，それぞれ触れて来た。

ここで，様々な文献や研究者の見解をもとに，ジュートの故地と居住地域，そ

してその移動の軌跡について，あり得べき仮説の可能性を追求してみたい。

まず，ジュートの故地についてであるが，それが，ユトランドであるという

点については，多くの研究者の見解は共通している。それは，ユトランドとい

う地名とジュート（ユート）との関連性から卯確言され得る。ところが，ユト

ランドのジュートが，カエサル，タキトゥスと結びつけて論じられることは少

ない。ステントンのように，タキトゥスにも，カエサルにも言及されていない

という説をはじめとして，とりわけカエサルのエウドゥスィイ_と関連させて

論じられている場合はまれであり，わずかに，シュヴァルツとＢ、シュミット

において，その関連性が論じられている。しかしながらシュヴァルツの場合は，
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カエサルのエウドゥスィイ_と直接関係しているのは，ジュートの同族のユー

トウンゲンであり，ジュートは後にユトランドに移住したゲルマン人であると

する。それに対し，Ｂ、シュミットは，ジュートがカエサルのエウドゥスィ

イ_の直接の後商であるとする。シュヴァルツの説は，結局，ジュートはカエ

サルにもタキトゥスにも言及されていないゲルマン人であるということにな

る。ジュートのユトランドにおける居住については，ホジキンの言うように，

考古学的に，その定住の確証が得られているわけではないとしても，一方，

シュヴァルツのユートゥゲンの場合も，Ｂ・シュミットの述べているように，

その居住の軌跡を考古学的に確証されるまでには至っていない。ここでは文献

的に仮説を追求し得るか，その可能性を考えているわけである。シュヴァルッ

のユートゥンゲンは，カエサルのエウドゥスィイ_には，その居住地域が近い

とは言えるかも知れないが，カエサルの後代のタキトゥスのエウドセースにつ

いては，そのユトランドの居住についての説明が見出されない。そして，そも

そも，そのユートゥンゲンとジュートが同族ではあるが，別の部族で，移動の

時期を異にするという説は，それを跡付けるものはない。そのユートゥンゲン

ももともとユトランド起源となるであろうが，カエサルの軍隊と戦ったユー

トゥンゲンが，ライン川の流域に居住し続け，一方タキトゥスのエウドセース

は，故地に残っていたユートゥンゲンであるとすることはできよう。その場合，

タキトゥスのユートゥンゲンが，後代のジュートとどのように接触するのかに

ついて，追求が困難である。Ｂ・シュミットのように，カエサルのエウドゥ

スィイ_が，ジュートであったとするほうが自然であろう。また，タキトゥス

のエウドセースについては，おおむね諸研究者の見解は，それがジュートであ

るという点について一致している。それでは，そのタキトゥスのエウドセース

の，カエサルのエウドウスイイ~との関係であるが，それについての言及は，

Ｂ，シュミットにも見出せない。上記のシュヴァルツのユートウンゲンの場合

に少し触れたが，その状況は，ジュートの場合に，より適合するものと思われ

る。つまり，もともとユトランドにジュートは居住していたのであるが，カエ

サルの時代に，ユトランドから一部がライン川流域に移住していた。その

ジュートが，カエサルの軍隊と戦ったエウドゥスィイ_で，一方故地に残り居

住し続けていたジュートがいて，それがタキトウスに言及されているエウド
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セースである。そのエウドセースは，アングルと共に，ユトランド半島に居住

していたことが，タキトゥスの記述からも柵|ﾘされ得る。そしてそのジュート

とアングルが，ブリテン島に移住することになるのである。

ウェナンティウス・フォルトウナートゥスとテウデベルトの記述について

は，前者の記述は，ジュートの居住地域について，必ずしも明らかにするもの

ではないかも知れない。一方，後者の記述については，それが，ジュートとフ

ランクの深い関係を示している文献であることは確かである。恐らくはその文

献以iiiiから，ジュートは，既にフランクと近い１１M係になっていたものと椎illIさ

れる。そのしてそのことは，古期英語の『ウイードスィース」と「ベーオウル

フ』の記述と関連を持つものと思われる。

「ウィードスィース」と「ベーオウルフ」に現われるジュートは，いずれも

フリージアンと関係している。「ベーオウルフ」の場合は，ジュートとフリー

ジアンは|司義として)|]いられているほどであり，そこからジュートのフリージ

アンの領内における居住の状況が窺われる。『ウィードスィースｊからは，

ジュートの，フリージアン，フランクとの地理的な近さを窺える。それは，テ

ウデベルトの記述の前段階の状況を坊佛させるものがある。後にジュートはブ

リテン島に移住し，そしてその後フランクとの関係の深さが示されるのである

が，「ベーオウルフ」で示されているのはフリージアンとの関係である。

ジュートは，「ベーオウルフ」のフレーザンのフィン王の時代から，フランク

のテウデベルトの時代までに，フリージアンからフランクへ，その関係の重要

さを変化させていると考えられる。いずれにせよ重要であるのは，ジュートの，

フリージア，そしてその後のフランクの近隣における居住の事実である。

以上，これまで述べてきた内容を総合すれば，ジュートの故地，居住地域そ

して移動の軌跡は，次のようになるであろう｡ジュートは，ユトランドの故地

から，一部がライン川流域に移住し，カエサルの時代に『ガリア戦記」に見出

される。カエサルの砿隊に敗北したジュートは，ライン川の下流域に退いて

いったであろう。そしてそこは古くからのフリージアンの地域である。一方，

ユトランド半島に居住し続けていたジュートは，タキトゥスの『ゲルマーニア」

にもその記述が兄１１｣される。やがて，ゲルマン民族の大移動の時期に，あるい

はそれ以前から，フリージアンの地域に移住し，既に移動していたジュートと
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合流する。それが，「ウイードスイース』，そして「ベーオウルフ」に言及され

ているジュートであろう。そしてそのジュートは，やがてフランクとの関係を

強めるようになり，最終的にテウデベルトの手紙に現われる状況となる。その

時は，既にジュートは，ブリテン島に渡って，ケント王国を作っているわけで

あるが。ブリテン島に渡ったジュートは，前述のベーダに，ヘンギストとホルサ

という名前が最初の首長として言及されている(391。そのへンギストとの関連を

指摘されている人物が，「ベーオウルフ」のフイン王の挿話にも議場している

‘１０１．そのへンギストについては，稿を改めて論じることとするが，いずれにせ

よジュートは，故地のユトランド半島から，フリージアの地域に移住し，そし

てフランクとの関係も深めながらブリテン島に移住し，アングロ・サクソン七

王国の最初の隆盛を見出したケント王国を建国したのである｡ベーダの記述に，

ジュートのもともとの居住地域をユトランドと思われる地域にしているのは，

故地の記述としてはあくまで正確である。そこにはジュートの移動の軌跡につ

いての記述がなく，研究者のベーダへの批判がなされる余地もあるのであるが，

もとより，ベーダには，ジュートの移動の過程を記述する際に依拠する文献は

存在していなかったのである。
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